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員各位

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げ

ます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局長より通知がありましたので

お知らせします。
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公益社団法人日本動物用医薬品恊会理事長殿

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について

このことについて、別添のとおり各都道府県知事宛てに通知いたしましたので、御了知

の上、円滑な防疫対策の実施につき御協力方お願いいたします。

また、貴職におかれましては、家畜防疫の重要性を十分に御理解の上、傘下会員各位等

に対し周知されますとともに、適切な対応がなされるよう御指導方よろしくお願いいたし

ます。
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平成26年12月8日
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接又
26.1乙 10

y



都道府県知事殿

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について

口蹄疫に係る防疫対策については、これまで、口蹄疫に閧する特定家畜伝染病防疫

指針(平成23年10月1日農林水産大臣公表。以下「防疫指針」という。)、「年末・年

始及び春節における口蹄疫に関する防疫対策の強化について」(平成25年12月U日付

け25消安第4271号農林水産省消費・安全局長通知)及び「韓国における口蹄疫の発生

について」(平成26年7月24日付け26消安第23四号農林水産省局長通矣のにより飼養

衛生管理基準の遵守状況の調査、畜産関係者等ヘの注意喚起の徹底等を実施していた

だくようお願いしてきたところです。

我が国での口蹄疫の発生は平成22年の宮崎県の事例以降確認されて給りませんが、

極東ロシアや中国をはじめとした東アジア地域においては、口蹄疫(0型、 A型)の発

生が続発して粘ります。本年7月には口蹄疫ワクチン接種清浄国の認定を受けていた

韓国において、 3年3か月ぶりに豚飼養農場で口蹄疫(0型)の発生が確認され、12

月4日にも発生が確認されているところです。このようなことから、我が国に地理的

に近く、人・物の往来が多い近隣諸国から我が国ヘ口蹄疫ウイルスが侵入するりスク

は極めて高い状況にあると考えられます。

また、アフり力豚コレラについては、 2006年以降、欧艸1・ロシア等に船いて発生が

続いて船り、口蹄疫に症状が類似している水胞陛口炎についても、本年5月以降、米

国において発生していることから、これらの疾病について、今後感染が拡大すること

が懸念されます。

これから年末・年始及び春節(平成27年2月19田を迎えるに当たり、特にアジア

地域における人・物の移動が盛んになることが見込まれることから、これらの地域で

発生が確認されている疾病が我が国ヘ侵入するおそれが高まり、十分に注意すること

・が必要です。

つきましては、より一層の口蹄疫等に関する情報の共有に努め、改めて畜産関係者

等の危機意識を高めるとともに、我が国における口蹄疫等の発生を未然に防ぐため、

特に下記の事項に留意の上、口蹄疫等の発生予防措置の徹底及び監視体制の強化に万

全を期すようぉ願いいたします。

回
26消安第438 3号

平成26年12月8日

農林水産省消費・安全局長



1 牛、豚等の飼養農場における飼養衛生管理の確認及び指導の徹底について

家畜防疫員は、家畜伝染病予防法(昭和26年法律第166号。以下「家伝法」とい

う。)第51条に基づき、家畜(牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、,豚及びいのししをい

う。以下同じ。)の大規模所有者(家畜伝染病予防法施行規則(昭和26年農林省令

第35号)第21条の2第8号に規定する大規模所有者をいう。以下同じ。)の農場及

び都道府県が必要と考える家畜の飼養農場(例えぱ、口蹄疫等発生地域からの外国

人労働者等を受け入れている農場等)に対し、防疫指針第2の2の(2)の①に規

定する立入検査を平成27年2月28日までに実施し、飼養衛生管理基準の遵守状況を

確認し、適切な指導をすること。

また、指導の実施状況について、農林水産省消費・安全局動物衛生課(以下「動

物衛生課」という。)に報告すること(その詳細な内容及び報告の方法は、別紙1

のとおりと,、る)。

なお、対象農場及び対象農場以外の農場であって、家畜防疫員による立入検査の

実施が平成27年1月以降になる農場に対しては、立入検査に先立ち、定期報告書(家

畜伝染病予防法施行規則別記様式第14号)の飼養衛生管理基準の遵守状況のチェッ

ク表を用いて、直ちに飼養衛生管理の状況を自己点検するよう指導すること。

記

2 畜産関係者の海外渡航の自粛等の指導の徹底について

農場の従業員も含め畜産関係者に対しては、口蹄疫等が発生している国ヘの渡航

及び発生している国の畜産関連施設由来の郵便物等の受取りを可能な限り自粛する

よう要請し、仮に渡航する場合及び口蹄疫等が発生している国から郵便物等を受け

取る場合には、以下の点に留意するよう指導すること。

(1)渡航に当たっての留意事項

①農場や巴畜場などの畜産関連施設に立ち入らないこと。

②肉製品等を口本に持ち帰らないこと。

③帰国の際には、到着した空海港の動物検疫所カウンターに立ち寄り、家畜防

疫官の指導を受けること。

(2)帰国後の留意事項

①飼養衛生管理基準に基づき、帰国後一週間、必要がある場合を除き、衛生管

理区域(家畜伝染病予防法施行規則第21条の2第1号に規定する衛生管理区域

をいう。以下同じ。)に立ち入らないこと。

②海外で使用した衣服及び靴を衛生管理区域に持ち込まないこととし、やむを

得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒その他必要な措置を講ずること。

(3)郵便物、貨物等の受取りに当たっての留意事項

農場等の畜産関連施設由来の郵便物等は、衛生管理区域内に持ち込まないこと



とし、やむを得ず持ち込む場合には、事前に洗浄、消毒その他必要な措置を講じ

ること。

3 口蹄疫等に関する研修会の開催等について

家畜の所有者及び畜産関連業者に加え、可能な限り、中国、'ロシア等の口蹄疫等

発生国からの入国者が訪れる可能性の高いホテル、ゴルフ場等の管理者等を対象に、

口蹄疫等に関する研修会信蒜習会その他これに類するものを含む。以下同じ。)を

開催し、口蹄疫等の防疫及び飼養衛生管理基準の遵守に係る意識の向上を図り、農

場、ホテル、ゴルフ場等における消毒を徹底するよう指導することにの際、これ

まで農林水産省が発出した通知、飼養衛生管理基準のパンフレット、「口蹄疫に関

する防疫作業マニュアノレ」(平成23年10月1日付け23消安第3463号農林水産省消費

・安全局動物衛生課長通知)等を活用する。)。併せて、上記1の飼養衛生管理の

遵守状況の確認結果を踏まえた指導を行うほか、'優良事例があれば、当該事例を紹

介し、・地域の飼養衛生管理に関する意識の向上を図ること。さらに、特に、外国人

労働者、海外研修生等を受け入れている農場に対しては、上記2の内容を周知及び

指導すること。

なお、研修会の開催結果については、様式2により平成27年4月17日(金)まで

に動物衛生課担当者宛て(kokunai_boeki@nm.maff.go.jp)に電子メーノレにより提

出すること。

3 衛生管理区域ヘの病原体の持込みの防止の再徹底について

家畜の所有者に対して、衛生管理区域に必要のない人を立ち入らせず、また、物

を持ち込ませないようにする。やむを得ず立ち入りや物を持ち込む場合には、洗浄、

消毒その他必要な措置を講じ、衛生管理区域ヘ病原体を持ち込むことがないよう改

めて指導を徹底すること。

4 早期通報の再徹底について

家畜の所有者、獣医師等に対して、家伝法第13条の2第1項に規定する症状の具

体的な内容について周知徹底するとともに、当該症状を呈しでいる家畜を発見した

と・きは、遅滞なく、当該家畜又はその死体の所在地を管轄する家畜保健衛生所に届

け出るよう改めて指導を徹底すること。

5.的確な初動対応の徹底及び連携体制の再確認について

都道府県が家畜の所有者、獣医師等から上記4の届出を受けた場合には、遅滞な

く、防疫指針第3の規定に基づく対応を的確に行うよう、全ての家畜保健衛生所職

員が手順を理解し円滑に実施できるように、演習等の機会を活用し、反復的な訓練

の実施に努めること。また、万がーの口蹄疫の発生時に備え、防疫指針第2の2の



(9)の規定に基づく市町村、関係機関及び関係団体との連携体制の整備状況につ

いて改めて確認すること。

6 口蹄疫等に関する情報の共有について

農林水産省から提供された口蹄疫等に関する種々の情報については、必要に応じ、

広く関係者に周知すること。特に、生産現場における防疫対応等に有用と考えられ

るものとして動物衛生課が周知するよう指定した情報については、確実かつ迅速に

家畜の所有者、市町村、関係機関、関係団体等に周知すること。

、



牛、豚等の飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況の確認及び報告並びに指導

の徹底について

1 目的

家畜(牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、豚及びいのししをいう。以下同じ。)の飼

養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況を確認し、報告するとともに、適切な

飼養管理を指導することにより、口蹄疫等家畜の伝染性疾病の発生の予防に万全を

期すること。

2 立入検査の対象農場

家畜の大規模所有者の農場及び都道府県が立入検査が必要と考える家畜の飼養農

場を対象とする。

また、これまでの立入検査の結果、飼養衛生管理に問題があった農場は優先的に

立入検査を行うこと。

なお、平成 26年4月1日以降に既に立入検査が実施され、下記3の確認が終了

した農場については、当該確認の結果を持って本通知による確認に代えることがで

きるものとする。

3 確認の方法

別紙2の飼養衛生管理基準チェックシートを活用し、家畜防疫員が各農場を訪問

して飼養衛生管理基準の遵守状況を確認するとともに、指導の徹底を図ること。そ

の際、 1つの農場を複数名で確認した場合には、必ず家畜防疫員が最終的な確認を

行うこと。飼養衛生に関する指導を行った場合には、後日、その改善状況を確認す

ること。

(呂1」紙 1 )

4 報告の方法

立入検査の結果については、防疫指針第2の2の(2)の①の規定により平成26

年4月1日から平成27年3月31日までの間に行った他の全ての立入検査の結果と併

せて、様式1-1及ぴ1-2による飼養衛生管理基準の遵守状況の確認結果報告書(E

XO.1ファイノレ)を作成し、農林水産省消費・安全局動物衛生課担当者宛(kok如紅_

boeki@nm.maff.go.jp)に電子メーノレにより提出すること。



5 報告の期限

平成27年4月17日(金)

※飼養衛生管理の確認及び指導は、上記2の対象農場については、平成27年2

月28日までに、それ以外は平成27年3月31日までに終了すること。

6 その他

(1)上記4により提出された飼養衛生管理基準の遵守状況の確認結果報告書につい

ては、動物衛生課において都道府県別に取りまとめ、個々の農場が特定されない

ように配慮した上で、公表する。

(2)指導及び助言に対する改善が認められない農場に対しては、家伝法第12条の5

の規定による指導及び助言(既に同条の規定による指導及び助言を行っている場

合には、家伝法第12条の6第1項の規定による勧告)等について検討すること。



牛・水牛・鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし農場の衛生管理チェック表
(平成26年度)

第一1駆畜防疫博関ずる取新債報、の把握N輝靴.蕪総.懇黙M"゛、1途N海獄際璃M嫡"熟喫噸趨拙
自らが飼養する宏畜が感染する伝染性疾病の発生の予防及びまん延防止に関する情報を
把握している。

第桜、、偉1生管狸区或の設匠N鄭沖加賊武WW泌灘泌途W"掘郭榔嚇W縛.11、鞭鯨恕匙契、・甑心映.謹晦
2 (お衛生管理区域を設定している。

(2)衛生管理区域の境界が分かるようにしている。

弟尋進途管理図或郡φ病傅体φ持込みφ防止加鄭鄭無"'1心加。鷲難締燕゛淵詠1締W,地゛芋瓢N繊
3 衛生管理区域の出入口に門を設置したり、陪B外者立入禁止」等の看板を設置して入場

・車両の入場制限をしている。

4 力衛生管理区域の出入口付近に車両用の消毒薬を効果のある状態で常設している。

)入場車両の消毒を常時行っている。

つ、衛生管理区域及ぴ畜舎の出入口付近に立ち入る者用の消毒薬を効果のある状態で常
設している。

2)衛生管理区域及び畜舎に出入のする際に手指の洗浄又は消毒及ぴ靴の消毒を常時
行っている。

(お衛生管理区域専用の衣服及ぴ靴を設置し、着用している。(※)

②更衣前の衣服は、衛生管理区域専用の衣服等で完全に覆われている。(※)

ーー.Ξ"一冒一Ξ.闇Ξ南叩^Ξ一゛Ξ"1卵,岡"1,用Ξ開Ξ閉Ξ圃Ξ開^^E"Ξ開^^明Ξ"開Ξ1,門戸Ⅱ明開岬".門Ξ明"叫昌^"Ξ門"明昌^叫"一昌"゛昌^^一昌".昌一"ー.一昌、゛、州'H'ー、゛'H、ー,"司,抽制.ー.胴^.、^岡W岡W岡n門,門,門叩門,",門胴^胴一州甲Ξ画Ξ胴^^Ξ"^罰.^ー.罰胴圃^罰"罰"^圃^゛^Ξ゛Ξ一,斤'.両Ξ,〒Ξ一,一〒Ξ.^^^*^^^*州Ξ^明昌帰",閉副胴Ξ"Ξ開^明"

チエック項目
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7 衛生管理区域に立ち入る者に対して、当日の他の畜産関係施設等ヘの立入りの有無や過
去1週間以内の海外からの入国歴(渡航歴)を確認し、必要がある場合を除いて、立ち口
入らせないようにしている。

他の畜産関係施設等で使用し、又は使用したおそれがある物品であって、飼養する家畜
口に直接接触するものを衛生管理区域に持ち込む場合には、洗浄又は消毒をしている。

9 衛生管理区域に持ち込む衣服及び靴の過去4月以内の海外での使用歴を確認し、必要が
ある場合を除いて、持ち込ませないようにしている。

10家畜に給与する食品循環資源を原材料とする飼料は、加熱その他の適句怨処理が行われ
たものを利用している。(※)

弟四野生動物等か巨φ猶原体φ侵ネ随止鄭御瓢櫛患泌鄭熊鵬欝N匙.嚇ゞ.赫懲鵬榔鄭鄭玲

傷1」紙2)

口

a琉合餌設備に野生動物の排池物の混入防止に必要な措置を講じている。

12

13

評価

(2)飼料保管場所に野生動物の排池物の混入防止に必要恋措置を講じている。

飼養する家畜に飲用に適レた水を給与している。

力衛生管理区域の境界に野生動物の侵入を防止することができる柵等を設置してい
る。(※)

②防鳥ネットの設置等により畜舎に野生勤物の侵入を防止することができる措置を講
じている。(※)

(3)防鳥ネットの設置等によの糞尿処理施設に野生動物の侵入を防止することができる
措置を講じている(※)

副"叫Ξ^Ξ1"昌".Ξ^州+一Ξ副M副"ΞM+Ξ開^N"Ξ""H.州昌゛一Ξ+門,h".M州叫,ト1,",ー"Ξ咋翫制.ー゛.ー"ー゛,ー',MI,",ー,門Ξ門叩片Ξ^閉Ξ門Ξ岡Ξ岡Ξ門Ξ^^.門圃^罰"Ξ"用罰"岡"Ξ"^罰"門"剛^^Ξ〒門,州制"ー,"胴罰胴Ξ一酬冒^^*^^^咋叩^Ξ閲Ξ胴^^Ξ胴卵Ξ卵Ξ"Ξ開Ξ用^^Ξ"罰"圃.昌門Ξ門"門.門"Ξ.Ξ"^^Ξ"冊"^剛^^咋.咋^同開州州,ー'制゛*^一Ξ一Ξ",門

口

第五,1働釜昌1里区蹴φ偉1生1犬常早のる窪保訟*咲鰯辻燃暫W゛嵯謹琴泌鯵加t御鄭.鰯*加11、心滞訣誕畔加゛都黒〒鰄
14 (1)畜舎及ぴ器具の清掃又は消毒を定期的にしている。

2)家畜の体液(牛・水牛・鹿・めん羊・山羊において、生乳を除く。)が付着する物
品を使用する際には、 1頭ごとに(豚・いのししにおいて、注射針にあっては少な
くとも畜房ごとに)交換又は消毒をしている。

15 空に怨った畜舎(豚・いのししに限る。)、畜房又はハッチ(牛・水牛・鹿'・めん羊・
山羊に限る。)の清掃及び消毒をしている。

.Ξ^剛幽Ξ叫ΞΞ一Ξ,ME,.1,.Ξ一.-EI.EΞ一,ー.EI、Ξ^Ξ一Ξ^山ΞΞ一卵Ξ、.、N、^Ξ一NΞ1'一Ξ.'Ξ一.."Ξ一..."一Ξ.ー.、Ξ」^.」.、'冒、.」.、ーー冒..ー.、.ー.画

16 家畜を適切な密度で飼養している。

県
口

,

11

口
白

口
一
口



17 (お未処理の糞尿を衛生管理区域外ヘ持ち出す場合には、持ち出す前後に運搬車両を消
毒している。(※)

(2)運搬車両に糞尿のこぼれ防止及ぴホコリの飛散防止措置を講じている。(※)

第太念畜の健康観会と異状が確認された場合φ苅無彬繍融加嚇鄭翻難.懸軸゛難靴染御瓣
18 飼養する宏畜が特定症状を呈している場合の家畜保健衛生所ヘの連絡体制を確保してい

る。

19飼養する寡畜に異状が確認された場合には、速やかに獣医師の診療を受け、又は指導を
求めている。

20 毎日、飼養する家畜の健康観察を行っている。

21

評価

1)導入元の疾病発生状況及び導入畜の健康状態を確認後、家畜を導入している。

(2)導入畜が伝染性疾病にかかってい恋いことを確認するまでの間、他の家畜と直接接
触させないようにしている。

一司.一ΞM1Ξ^卵Ξ"Ξ向.向N閲^Ξ一^副向^.N向^卵^酬..^^^Ξ閲.酬冊'..Ξ一Ξ^'.^^...Ξ.Ξ.腸^.ΞW開."Ξ一昌WI,.一Ξ、.削.ー.ー.闇^Ξ幽叫Ξ^叫聞一昆叫Ξ凹Ξ゛叫』Ξ.Ξ1.Ξ、^、^Ξ』Ξ、Ξ卵Ξ』Ξ、.、Ξ卵Ξ』Ξ、.卵Ξ』Ξ、Ξ、^^Ξ、^^.^^N..ー.ー.."Ξ.'Ξ.Ξ.'、".冒、'」.、.、^^.^^ー..^ー^.ー.M冒"^^劇.ー.胴一^典甲.Ξ"N.Ξ甲畔Ξ

チエック項目

22 出荷又は移動の直前に家畜の健康状態を確認している。

第同鱗畷魚鷺備撚繍鵬翻滅繍難裟燃除櫛潮難難鄭波鵬醐洲翻謬繍顎
23 埋却、焼却又は化製処理の準備ができている。

矧嚇恕瑞藤鱗烹M捕浦論鱗繊滋鄭誠料^保熱拠鰯繍郷黙繍繍鵬灘顎難
24 (1)衛生管理区域に立ち入る者の記帳等について、張り紙等により周知している。

(2)衛生管理区域に立ち入っだ者等に関する記録を作成レ、 1年間保存している。

第光米貌櫛殖鬪導輯冬凱譜圖難慧窯潮鷺慧鄭懸翻泌脳欝慧
25農場ごとに、担当の獣医師又は診療施設を定め、飼養する家畜の健康管理にっいて定期

的に指導を受けている。

26 従業員が飼蓋する家畜が特定症状を呈していることを発見したときにおいて、所有者及
び管理者の許可を得ず、直ちに家畜保健衛生所に通報することを規定したものを作成
し、全従樂員に周知徹底している。

(※)

灘潮難赫

注1

注2

口のある項目は、家畜伝染病予防法第12条の4第1項の規定(定期の報告)による報告項目です。口に
は、必要に応0て家畜の所有者からの報告状況(チエックの有無)を記入レて下さい。
評価欄には、 0 (適正に行われている)、 X (適正に行われていない)又はー(業務体制上、行う必要が恋
い)のいずれかを記入して下さい。
※の項目(6作)及び10にあっては牛、水牛、鹿、めん羊又は山羊に限る。)は、飼養衛生管理茎準に規定
されていないが、飼養衛生管理の上で有効恋ものであるため、未実施農場については、必要に応じてその実
施を指導して下さい。ただし、この指導は様式1(*)の指導には当たのません。

注3

..

州州州岬

口
一
口



(都道府県名)

飼養衛生管理基準の遵守状況の確認結果報告書

肉用牛

大規模農場

農場数
(①+②)

それ以外の農場

①指導が
不要だった農場數

乳用牛

大規摸農場

それ以外の農場

②指導を行った農場数

豚

大規模農場

うち、改善済

それ以外の農場

うち、改善指導中

水牛

チヱッウ表の項目以外で行った改善指導の内客

(様式1-1)

鹿

めん羊

山羊

いのしし

注・平成26年4月1日以降、別添チエツウ表により、その遵守状況を既に確認している場合には、その結果を活用するとして差し支えありません。

計 0 0 0 0 0 0

j



(記入仮D

農場数
(①+②)

肉用牛

大規模農場

①指が
不要だった農場数

それ以外の
農場

30

②指を行った農場数

うち、改善済うち、改善指導中

チェック表の項目以外で行った改善指の内容

0立て看板の設置(6)

(単位:戸)



(都道府県名)

1 窒こ

、ー、垂匝1面釜費愛区曜の霊誰二:ニニニニニにに
___{』a_英i生管理区域の捷界の明瞭{丘___________
」3.゛、!車両!PΞ~堤缶!限__________________.____
"'「1ヨj、軍而雨05消毒桑d)雨語、、、、、、、、、、、、'、、、、
___:」引_璽画消圭の実施____________________,,,
ー、逃匝1豆入置頭の消串羣蚕蜑誕二にに二に二
___L」モリ_」1i、責q2消拳の実施、__________________

6 証沌_伺生管理区唾専輿の空服!_靴Q着毘.f饗).
___埀2Σ亜面蚕万医唆よ冬詠蛋ミ託画置由ス秀Σ二
ラー立ズ者め渡駈歴等み確諏及香父珸制懐一ー、ー、

蚕二匝の畜匡重詮讐莖直使角和蔓亟涜蓬Σ*毒ニニ:
1,、、癒夙:便雨蛎語05持ぢ込1み雨」限、"'、"""""'"'
1Ω.適如.1乎処理亘れた良品遁墨資源の利用_(※?__
ー'n菊'需爾詮爾ベゐ俳池勸混ズ厨正商条一ーーー
__註2Σ前竪保質褒所ベφ1非廷面混X唖止兎蛋ニニ
i互、飲南、1己西Uだ永OS籍与、、、、、、、、"、、、、、、、、、、、、

ーー誕匝:面釜萱理区匡ヘφ野生動栃庚太対薫1警Σ
13 し!2!童舎ヘの翌生動抑侵i入刈策_(※)______
__ぜ3!.糞興処理施設ヘの野生動拠艮入刻笈_【饗)_
ー、Π菊'冨哲'「器真み洗浄夏ほ消毒

丘亘1使用亜品の裏畜=匡亟交擾:にニニニニ:
イ弓'畜舎、;畜房・パ、,ξd)清綿及t子消毒、、ー、ー、ー
イ否'適Ufな重震で05飼薑、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

(」11_糞屡運搬暖の亨画i百毒.【送)____________
_.U2!.糞量運搬時の玉猷防』上刈策_(※)_____
1互'点畜保健爾生所ベゐ蓮縮]本制め確棄一、ー、ー、、
i百、家畜1力要状爵あ獣匡師1力診蕪';指導一'ー、ー、、
乏る、毎Efめ泳雷め健康額票、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

罫11_導i入'元の疾疹翆二芋1太捉簀の確謬_______
_._ミ121_導入童の腸離_の宝施_________,,_...,...
巨互'糟動百む1力匪藤釈態aj確認、、、、、、、、、、""、"""'

、巨否、厘却、;険,司、"iE製処趣1力翠循、、、、'、、、'、、、、、、、

24L1匝:亘入磯英護帳響1う画知X憂Σににニニニ
_.L!21_立入堕の記帳蓋四実施及び帳湾_の」呆管__
立ぢ'獣医e而1己lk葛楚期摺導、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
、を否、徒案員1己吾ミ葛通彌岳ξ制1力確葆""""'"、、'、、、

項目

月の

戸一.,、.^冒一^〒^

ー^.^..、ー..^'

0

肉用牛

チェック表に基づいて改善指導を行った農場数

.

'ー'ー'→'ー、、、、ー
ーーーーー^ーーーーー
.吾..吾..^...'.゛゛..

それ以外

0 . .

大規模

ーー^ー^ー.,.^ー^.^

.
冒

0

.ーーー^ーートーーーーーー

乳用牛

.
,
.

.

.
ーーーーーーーーー.ーーーーーーーーー

.

.

.

ーーー・ーーー壬一ーーーーー

それ以外

^.^.^.,..^.^..

.

0

・ーー・ーー・ーートーー・ーー・ーー・

^ーーーーーー^ーーーーーーー

ー・ーーー+ーーーーーー

・ー・ー・+・・・・・・・・

注1 様式1ーコの指導にっいて、担遵内昼の童^指導対象となった農場数を実数で入力してください(うち、0は改善済、.は改善指導中)。なお、0の欄には指導が不要だった農場数は含めなし、ようにして下さい。
注2立入農場数の欄には、 1-1 1+を記載して下さい。

ーーー^ー^^ー^.^.

.

ー^ー^ーートーーーー^ーーー

一Ξ一r「一- T-,「^ー

.^"^ー゛.ー、"..^'

.唇....^.......

ーーーーーーt-ーーーーー、

・ーー・ーー・ーー1-ーーーーー・

注3 ※の項目は、飼養衛生管理基準には規定されていないが、飼養衛生管理の上で有効なもの(網掛け)。なお、この項目の指導は様式1-1の指導には当たりません。

^.^ー^^ーーーーーーー

・ー、ー+ーーーーーー

ーーーー弔゛ト.一甲一.ー

大規模

ー^ー^ー^ト^ー^ー^

.^.^..,.^.^.^

0

ーーーーーーー+.^^

ー・ーー・ーーートーー・ーーー

.

.゛唇吾、..^.......ー

ー、ーーーー^ー、ーーー

.ー.ー.4-.ー、..

,

.^..^.^ーーーーーーーー

.

立入農場数

ーーーーーー^一早一ーー

豚

ー,一戸一- T-^ー^ー

'.'」'ー."'ー""'

ーー、1.ー"ー

冒

.^.^.^^ー^ー^

.

.

.

^ー^ー^ートーー^.^ー
.

いのしL

ーーー、ーーーt-ーーー、ーー
.

゛ー,ー,ー,一甲一.ー.

ーーーーーーーーー,ーーーーーーーーー

冒

ー・ーー・ーー・+ーーーーー

ー・ー・ー・ト・・ーーー・

冒

ーーーーーーーー^ー..ー.弄..

冒

それ以外

ーーーーーー,1唇一唇一吾一

司
'

ーーーーーーー^ーー^ーー^ー

冒
.

,
冒

^^.^゛^..^^..

.

0

^^'ーーー^ー

ーーーーーー:ーーー、ーーー

.

ーーー^ーーー^ーー^ーーーー

冒

ーーーーー→・・ー^

、ー、ー、ー!ー、ー、ー、

,
ι

..ーー^^ーーーーーーーー

ーーーーーーーー.ーーーーー^ー

.吾.....^.ーーーーーー

ー^ーーーーJ-ー^ーーーー

ー^.^.^.^.^.

0

冒

'ー'ー'ー:ー'ーーーー

ー、ー、-t、'ー'ー'
冒

^^^^^^^

^^^.^冒一^^ー^ー^^

.

.
冒

.
冒

・ー・・・・+・・・・・・・・

,
^ーーーーーーーーーーーーーーーーー

.

晋

ーーーーーー、「ーーーーー

.一暑一..ト.ー.ー

』一.ーー^ーーーーー

.

.

ーーーーーー岡一.,ー....闇吾..

,

ーー.吾一.ト..ーー..

水牛

ー^ー^ー^ト^ーーーーーー

0

、ーー、ーー、ー、「ーー、ーー、ーー、

^

'ー;ー'ーーーー

ー^・ー+ーーーーーーー

^^一〒一^」.一乎一.^ー^

'.',.、ーニ,.ー,',4二,ユ!..

,

ーーーーー^ーー^^.^ー

・・・・ー・-1・・・・・・・・・

.

、ー、ー'、「'ー'ー'ー
ーーーーー、「ーーーーーー

.

^^^^^ー^^^.^.

.ー.ー.ー..ー.ー.

.

ー^ー^ー^ー^ー^ー

ーーーーー^-J.ー^ー^ー

ーーー'-T"ー'ー'

ー^ー^ー^ト^ー^ーーー

山羊

ー・ーーー+ーー・ーー・ーー

ー・ー・ー、ト・ーーーー・

鹿

ーーーーーーーー^ーーーーーーーー

(様式1-2)

0

・.・.・.・."!:・.・.・,・.・.
甲^..〒^'^

.^一〒.甲』.〒^
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都道^

開催年月日

口蹄疫に関する研修会の開催状況

※平成26年度の実績を記載して下さい。

参加者(機関・団体名等) 内容

(様式2)


